友だちのできることは何だ？
～ Can you… ? ～

·  目標：Can you ~ ? の文を理解し、正しく答えられるようにする。
·  対象：中学１年生

·  文法：Can you ~ ? Yes, I can. No, I can’t.

·  語彙：eat, play, cook, drive, get up, read, run, speak, swim, write, tennis, curry, car, 

early, fast, well

·  準備：ゲーム用のカード、サイン用のチェック表

＜タスクの進め方＞

· Pre-task
1.  Can you ~ ?を導入する。
	T1: I love basketball. I can play basketball. Can you play basketball?

T2: No, I can’t, but I can play soccer well. Can you play soccer?

T3: No, I can’t, but I like cooking, and I can cook well. Can you cook?

T1: Yes, I can. I cook every day.


2.  Can you ~ ? の意味を確認する。
3.  ゲームのやり方を説明し、デモを見せる。
○　Task

1.  生徒に10枚ずつカードを配る（canのカードとcan’tのカード５枚ずつ）

2.  教室内を歩き回り、パートナーを見つけ、じゃんけんをする

3.  じゃんけんに勝った生徒は自分の持っているcanのカードから１枚選び、
I can ~ . Can you ~ ? と聞く

4.  聞かれた生徒は自分の持っているカードを見て、聞かれた動作ができるの
かできないのかを確かめる。
（例：相手にCan you drive a car?と聞かれた場合、自分の持っているdriveのカードにcanもしくはcan’tのどちらが書かれているか見る。canだったら自分もできるということを、can’tだったら自分はできないということになる。）

5.  自分のカードにcanとあればYes, I can. I can drive a car, too. と答え、その

勝負は引き分けになり、can’tとあればNo, I can’t. I can’t drive a car.と答え、聞いた生徒の勝ちとなる。
6.  勝った生徒はチェック表の、自分が聞いた項目の欄にパートナーからサインをもらう。
7.  質問する側、される側を交代して同様に行う。
8.  パートナーを変えて２～７を繰り返す。
9.  サインが５人分（自分の持つcanの項目５種類において）もらえた生徒
から終わりとなる。
＜ワンポイント・アドバイス＞

　・早く終わった生徒には追加でカードを渡して、ゲームを続けさせてもよい。

　・同じパートナーからサインを２つ以上もらわないようにあらかじめ注意を

しておく。
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